
第29回ふながた若鮎まつり 「富長若鮎太鼓」 

第29回ふながた若鮎まつり②③ 

ふながた“お宝”宅急便④⑤ 

新型インフルエンザ№６⑥⑦ 

チャレンジ農業実践塾通信VOL.2⑧⑨ 

米農家の今…「農業経営意向アンケート」⑩⑪ 

「ふるさと納税」舟形町の応援団を募集！⑫ 

「宝くじコミュニティ助成事業」のご紹介⑬ 

　　 ～「みらい｣への手紙fromふながた～ 

シリーズ「地域のちから」 

も 

く 

じ 

.
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９
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）の
両
日
、

ア
ユ
パ
ー
ク
ふ
な
が
た
を
会
場
に
「
第
29

回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
約
１
３
，
０
０
０
人
の
お
客
様

が
訪
れ
、
焼
き
鮎
や
鮎
ご
は
ん
な
ど
、
舟

形
町
の
旬
の
味
覚
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
町

芸
能
文
化
協
会
発
表
会
、
小
学
生
に
よ
る

太
鼓
や
踊
り
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
、

小
金
沢
昇
司
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
た

く
さ
ん
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
企
画
「
目
指
せ 

DS
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
」
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
「
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｏ
Ⅰ
j i
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

も
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

小
金
沢
昇
司
さ
ん 

3｜広報ふながた広報ふながた 21.93｜広報ふながた 21.9
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一
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懸
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懸
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発
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し
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い
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い
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ま
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、
雨
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皆
さ
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ボ
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さ
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皆
さ

ん
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お
か
げ
で
若
鮎
ま
つ
り
を
盛
大
に
開

ん
の
お
か
げ
で
若
鮎
ま
つ
り
を
盛
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開
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す
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こ
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で
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す
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ふ
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が
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鮎
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つ
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は
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舟
形
町
の

皆
さ
ん
で
創
る
ま
つ
り
で
す
。
一
生
懸
命

練
習
し
、
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
。

ま
た
、
雨
の
中
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
。
そ
し
て
、
ま
つ
り
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
高
ボ
ラ
・
鮎
ボ
ラ
の
皆
さ
ん
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
若
鮎
ま
つ
り
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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有
数
の
産
地 

 

　
切
り
花
向
き
の
品
種
を
中
心
と
し
て
、

一
重
咲
き
・
八
重
咲
き
・
枝
分
か
れ
し
て

花
を
咲
か
せ
る
ス
プ
レ
ー
咲
き
、
花
色
は

白
・
紫
・
黄
色
・
ピ
ン
ク
・
ブ
ル
ー
な
ど
、

１
，
０
０
０
以
上
の
品
種
が
あ
り
ま
す
。

す
ら
っ
と
伸
び
た
茎
の
先
端
に
次
々
と
咲

か
せ
る
色
と
り
ど
り
の
花
は
豪
華
で
気
品

が
あ
り
ま
す
。 

　
山
形
県
で
は
昭
和
50
年
代
末
か
ら
栽
培

さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み
は
、
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
出
荷
高
を
誇
り
、

全
国
で
も
有
数
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
舟
形
町
で
も
、
昨
年
度
約
10
万
本
、

１
，
４
０
０
万
円
の
販
売
実
績
が
あ
り
ま

す
。 

　
収
穫
は
７
月
下
旬
〜
10
月
い
っ
ぱ
い
行

わ
れ
、
お
盆
や
お
彼
岸
を
中
心
に
主
に
首

都
圏
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

  

　
生
産
現
場
か
ら 

  

　
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
は
本
来
夏
の
花
で
、

暑
さ
に
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、

通
常
は
夏
に
咲
く
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
を
秋

に
咲
か
せ
る
に
は
、
高
温
と
な
る
夏
場
の

育
苗
が
必
要
な
た
め
、
育
苗
時
は
高
温
が

禁
物
で
す
。
１
〜
３
月
に
種
を
ま
き
、
４

〜
５
月
に
か
け
植
え
ま
す
が
、
「
苗
づ
く

り
で
７
〜
８
割
の
栽
培
が
終
わ
る
」
と
言

わ
れ
て
い
る
ほ
ど
育
苗
が
難
し
く
、
こ
の

時
期
の
温
度
管
理
に
は
細
心
の
注
意
が
必

要
で
す
。
温
度
は
常
に
30
℃
以
下
を
保
た

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
花
の
色
づ
き
に
は
日
光
と
温
度

が
重
要
で
、
風
通
し
の
よ
い
乾
燥
し
た
空

気
を
好
む
一
方
、
土
に
は
あ
る
程
度
の
湿

り
気
が
必
要
で
す
。
灌
水
ポ
ン
プ
や
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
で
水
を
与
え
ま
す
が
、
適
切

な
管
理
に
は
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。 

 

　
蕾
か
ら
花
咲
く｢

若
い
力｣ 

  

　
県
立
農
業
大
学
校
の
園
芸
経
営
学
科
・

花
き
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
佐
藤
勇
士
さ
ん

（
沖
の
原
）
は
、
現
在
、
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ

う
栽
培
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
論

文
で
は
「
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
の
シ
ェ
ー
ド

栽
培
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん

は
、
栽
培
を
始
め
て
今
年
で
３
年
目
を
迎

え
、
300
㎡
の
ハ
ウ
ス
７
棟
に
43
種
類
の
ト

ル
コ
ぎ
き
ょ
う
を
栽
培
。
１
日
に
多
い
時

で
２
，
３
０
０
本
、
ピ
ー
ク
時
の
平
均
で

１
，
８
０
０
本
を
出
荷
し
ま
す
。
忙
し
い

作
業
の
傍
ら
、今
年
の
成
育
は
順
調
で
開
花

率
も
良
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
舟
形
町
で
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
を
手
が
け

る
農
家
は
、
Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み
南
部
営
農

セ
ン
タ
ー
花
き
部
会
長
の
進
藤
春
男
さ
ん

（
富
田
）
、
庄
司
静
雄
さ
ん
（
太
折
）
、
伊
藤

良
一
さ
ん
（
福
寿
野
）
、
そ
し
て
佐
藤
さ
ん

の
４
人
。
佐
藤
さ
ん
は
、
土
づ
く
り
か
ら

栽
培
す
る
品
種
ま
で
先
輩
方
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
受
け
、
昨
年
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
で
は
、
「
全
農
山
形
も
が
み
地
区

セ
ン
タ
ー
賞
」
を
受
賞
す
る
ま
で
に
技
術

が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
も
手
間
の

か
か
る
剪
定
作
業
に
は
、
佐
藤
家
総
出
で

協
力
し
ま
す
。
「
若
い
力
」
と
そ
れ
を
支

え
る
力
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ト
ル
コ
ぎ
き

ょ
う
は
よ
り
輝
き
を
増
し
て
見
え
ま
す
。 

　
「
自
分
で
作
っ
て
い
て
、
本
当
に
美
し

い
と
思
う
。
思
う
よ
う
に
咲
い
て
く
れ
る

と
、
や
め
ら
れ
な
く
な
る
。
」
佐
藤
さ
ん

の
言
葉
が
、
こ
の
花
の
魅
力
を
何
よ
り
も

物
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
草
丈
80
㎝
、
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
た

「
秀
ラ
ン
ク
」
の
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
は
芸

術
品
そ
の
も
の
。
研
究
心
と
ア
イ
デ
ア
あ

ふ
れ
る
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
取
り
組
み
が
、

美
し
く
高
品
質
な
花
を
生
ん
で
い
ま
す
。 

か
ん
す
い 

つ
ぼ
み 

か
た
わ 

　「ききょう」に似た花を咲かせること、花の形がトルコ人のききょう」に似た花を咲かせること、花の形がトルコ人のターバンを思いターバンを思い
出させることから出させることから、「トルコぎきょう」と呼ばれています。豪華な大輪から可「トルコぎきょう」と呼ばれています。豪華な大輪から可
憐な小花まで花の形もさまざまで、花の色も豊富でとても憐な小花まで花の形もさまざまで、花の色も豊富でとても人気があります人気があります。 
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』宅急便」第宅急便」第1111回は回は
「トルコぎきょう」に情熱を注ぐ皆さんをご紹介しますトルコぎきょう」に情熱を注ぐ皆さんをご紹介します。 

　「ききょう」に似た花を咲かせること、花の形がトルコ人のターバンを思い
出させることから、「トルコぎきょう」と呼ばれています。豪華な大輪から可
憐な小花まで花の形もさまざまで、花の色も豊富でとても人気があります。 
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた『お宝』宅急便」第11回は
「トルコぎきょう」に情熱を注ぐ皆さんをご紹介します。 

　消費者に届くまで硬くて花もちのする「品質

の良い花｣、花屋さんと花を贈られた人が「笑

顔になる花」をつくることを心がけています。 

　とにかく、若い人に頑張ってほしい。人まね

ではなく、自分の土にあった「自分の花」「舟

形町の花」を創り上げるために、どんどんチャ

レンジして下さい。 

●取材を終えて… 

　進藤さんは、10年以上もトルコぎきょうに向き合う、舟
形町の第一人者です。最初に取材を申し込んだ時も、自分
よりも「若い力」をと佐藤さんを推薦いただきました。お
話しいただいた言葉一つひとつが栽培したトルコぎきょう
に対する自信と誇りの現れです。 
　美しい花をカラーでお見せできないのがとても残念です。 
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み 
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ふ
な
が
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管理には苦労が絶えません 
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　高齢者等でインフルエンザの予防接種を希望される方に対し、接種料金の一部を助成 

します。希望される方は、次の期間内に医療機関で予防接種を受けてください。 

　なお、今年度から問診票は個人送付ではなく各医療機関に備え付けています。 

▼対象者／ 

①町内に住所を有する満65歳以上の方。 

　（昭和19年12月31日以前に生まれた方。接種日において満65歳） 

②町内に住所を有する60～64歳の方で心臓､じん臓､呼吸器などに 

　障害があり、身体障がい者手帳１級に相当する方 

▼実施期間／10月15日（木）～12月31日（木） 

▼助 成 額／1,000円（１回のみ） 

▼医療機関／県内委託医療機関 

▼持 ち 物／健康保険証など本人を確認できるもの 

～高齢者インフルエンザ（季節性）予防接種について～ 

※新型インフルエンザの予防接種とはワクチンが違います 

Ｑ
．
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
重

症
化
し
や
す
い
の
で
す
か
？ 

Ａ
．
い
い
え
。
感
染
者
の
大
多
数
は

軽
症
で
あ
り
、
入
院
を
必
要
と
す
る

方
は
少
数
で
す
。「
新
型
」
に
限
ら

ず
毎
年
流
行
す
る
「
季
節
性
」
の
場

合
で
も
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
や
、

お
年
寄
り
・
乳
児
・
妊
婦
さ
ん
が
感

染
す
る
と
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
大
半
は
１
週
間
程
度
で

回
復
す
る
病
気
で
す
。 

Ｑ
．
毎
年
流
行
す
る
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す

か
？ 

Ａ
．
現
在
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は

現
在
製
造
中
で
す
。 

　
舟
形
町
で
も
発
生 

 
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
山
形
県
内
で

も
流
行
し
て
い
ま
す
。
舟
形
町
で
も
お
盆

以
降
に
、
小
学
校
２
校
で
集
団
発
生
し
学

級
閉
鎖
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
の
時
期
と
も
重
な
り
、
一
人
ひ
と
り

の
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
が
さ
ら
に
重

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
疾
患
が
あ

る
方
、
乳
児
と
そ
の
保
護
者
の
方
や
妊
婦

さ
ん
な
ど
は
早
期
受
診
・
早
期
治
療
を
心

が
け
て
下
さ
い
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
広
報
「
ふ
な
が
た

８
月
号
」
及
び
同
時
に
配
布
し
ま
し
た
チ

ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後

と
も
国
や
県
が
発
表
す
る
情
報
に
十
分
注

意
し
て
、
冷
静
な
対
応
を
し
ま
し
ょ
う
。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課健康班　�（３２）２１１１（内線３５１・３５２） 

№６ 

広報ふながた 21.9｜67｜広報ふながた 21.9

うがい 手洗い 

その他の対策 マスクのつけ方と外し方 

1
口の中の汚れを 

取るように、ブク 

ブクうがいをし 

ます 

2
手の平と甲を洗 

います 

（５回ずつ） 

4
親指のまわりも 

忘れずに 

（５回ずつ） 

6
手首を洗います 

（５回ずつ） 

1
手を水で濡ら 

し、石けんをつ 

けてよく洗立 

てます 

3
指のあいだを 

洗います 

（５回ずつ） 

5
爪と指先を洗 

います 

（５回ずつ） 

●半袖のときはひじまで洗いましょう 

●①～⑥の順で手洗いを行い、十分にすすいで清潔なタオルやペー 

　パータオルで手をふき、乾燥させましょう。 

●最後に消毒用アルコールを手や指にすり込むと、より殺菌効果が 

　高まります 

●不要不急の外出は避ける 

●目・鼻・口に触らない 

●体調の悪い人には近づかない 

●栄養バランスのとれた食事や 

　十分な休養などをとるなどし 

　て、体力・抵抗力を高める 

外し方 

●ひもを持って 

　顔から外す 

●マスク表面に 

　　は触れずに 

　　　　捨てる 

つけ方 

●上部を鼻筋に 

　合わせる 

●鼻・口・あご 

　をおおう 

2
いったん水を吐 

き出します 

3
もう一度口に水 

をふくみ、のど 

の奥までしっか 

りと、ガラガラう 

がいをします 

（３回以上） 

咳エチケット  
●咳やくしゃみをするときはティッシュペーパーなどで口と鼻を押さえ、ほか 

　の人から顔を背けて２ｍ以上離れましょう。ティッシュペーパーなどがな 

　いときは手よりも周囲に触れにくい曲げたひじあたりで押さえましょう。 

●鼻水や痰はティッシュペーパーに出し、すぐにふたつきの 

　ゴミ箱に捨てましょう。 

●マスクを正しく着用し、周囲の人や咳をしている人にマスク 

　の着用をすすめましょう。できれば透過性の低い不織布製の 

　マスクを。 

 

ふしょくふ 
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山
形
県
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
地
鶏
の

開
発
が
始
ま
り
、
遊
佐
町
で
飼
わ
れ
て
い

た
貴
重
な
「
赤
笹
系
シ
ャ
モ
」
を
も
と
に

３
年
の
歳
月
を
経
て
、
新
し
い
地
鶏
が
誕

生
し
ま
し
た
。「
や
ま
が
た
地
鶏
」
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
鶏
は
、
肉
が
赤
み
を
お
び

て
い
て
、
臭
み
が
な
く
、
う
ま
み
成
分
で

あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
割
合
が
ブ
ロ
イ
ラ

ー
よ
り
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
も
多
く
、「
う
ま

み
」
、
「
コ
ク
」
、
「
歯
ご
た
え
」
の
三
拍
子

が
揃
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
17
年
に
は
鶴
岡
市
の
渋
谷
國
男
さ

ん
を
代
表
と
し
た
「
や
ま
が
た
地
鶏
振
興

協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会

で
は
、
飼
育
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、

品
質
の
安
定
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
や
ま
が
た
地
鶏
は
地
面
に
放
た
れ
、
の

び
の
び
と
育
て
ら
れ
ま
す
。
飼
育
期
間
は

約
140
日
間
と
、
約
60
日
間
で
出
荷
さ
れ
る

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
２
倍
以
上
。
細
心
の
注
意

を
払
い
じ
っ
く
り
手
間
を
か
け
た
う
え
で

出
荷
さ
れ
ま
す
。 

　活気あふれる農業推進機構では「チャレンジ農業実践塾」を立ち上げ、計画策定や生産技術など

のアドバイスを行なっています。今回は、やまがた地鶏への取り組みの様子から「チャレンジ農業

実践塾」について紹介します。 

　まだ、少数の飼養ではあるが、品質のよい

ものができるように努力したい。今後は、農

家が増え、町全体の飼養数が増えるように頑

張っていきたいと思います。 

　
赤
笹
シ
ャ
モ
と
名
古
屋
種

と
の
交
雑
種
と
、
横
班
プ
リ

マ
ス
ロ
ッ
ク
種
を
交
配
し
た

鶏
が「
や
ま
が
た
地
鶏
」で
す
。 

庄
司
市
雄
さ
ん（
太
折
） 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾
の
主
た
る
経
過 

 

５
月
・
第
１
回
や
ま
が
た
地
鶏
飼
養
研
修
会 

６
月
・
や
ま
が
た
地
鶏
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
（
畜
産
試

　
　
　
験
場
・
家
畜
保
健
衛
生
課
） 

　
　
・
鶏
舎
視
察（
や
ま
が
た
地
鶏
振
興
協
議
会
長
へ
） 

　
　
・
鶏
舎
視
察（
四
ヶ
村
や
ま
が
た
地
鶏
研
究
会
長
へ
） 

　
　
・
お
か
ひ
じ
き
出
荷
規
格
に
つ
い
て
巡
回
指
導 

　
　
・
行
者
に
ん
に
く
視
察
研
修
（
小
国
町
） 

７
月
・
第
２
回
や
ま
が
た
地
鶏
飼
養
研
修
会 

　
　
・
や
ま
が
た
地
鶏
飼
養
者
巡
回
指
導 

　
　
・
や
ま
が
た
地
鶏
鶏
舎
検
査
（
畜
産
試
験
場
・
家

　
　
　
畜
保
健
衛
生
課
・
や
ま
が
た
地
鶏
振
興
協
議
会
） 

　
　
・
第
３
回
や
ま
が
た
地
鶏
飼
養
研
修
会 

　
　
・
お
か
ひ
じ
き
会
議
（
新
庄
丸
果
・
Ｊ
Ａ
） 

　
　
・
行
者
に
ん
に
く
、
お
か
ひ
じ
き
栽
培
研
修
会 

８
月
・
や
ま
が
た
地
鶏
30
日
ヒ
ナ
飼
養
開
始 

　
　
・
や
ま
が
た
地
鶏
の
販
路
、
飼
養
に
つ
い
て
（
畜

　
　
　
産
試
験
場
） 

９
月
・
第
４
回
や
ま
が
た
地
鶏
飼
養
研
修
会 

　
　
・
四
ヶ
村
や
ま
が
た
地
鶏
研
究
会
と
交
流 

　
　
・
夏
秋
い
ち
ご
研
修
（
鮭
川
村
） 

　
　
・
お
か
ひ
じ
き
栽
培
研
修
会 

舟
形
町
や
ま
が
た
地
鶏 

　
　
　
　
振
興
協
議
会 

山
形
独
自
の
地
鶏 

　
　
「
や
ま
が
た
地
鶏
」 

   

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
や
ま
が
た
地
鶏
」
を

育
て
る
た
め
に
は
、
山
形
県
内
で
統
一
さ

れ
た
、
飼
養
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
取
り

組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
現
在
、「
舟
形
町
や
ま
が
た
地
鶏
振
興
協

議
会
」（
代
表
庄
司
市
雄
さ
ん
）を
立
ち
上
げ
、

や
ま
が
た
地
鶏
振
興
協
議
会
に
加
盟
し
、

４
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。そ
れ
ぞ
れ
約
10
〜
30

羽
の
や
ま
が
た
地
鶏
を
育
て
て
い
ま
す
。 

　
８
月
５
日
、
ふ
化
後
30
日
飼
養
さ
れ
た

ヒ
ナ
が
有
遊
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
養
鶏
場

に
到
着
し
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
飼
養
に
は

①
水
は
け
・
風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
　

②
直
射
日
光
を
あ
て
な
い
こ
と
　
③
飼
養

密
度
は
１
㎡
あ
た
り
10
羽
以
下
に
す
る
こ

と
　
④
決
め
ら
れ
た
エ
サ
を
与
え
る
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
体
重

0.3
㎏
程
度
の
こ
の
ヒ
ナ
達
は
、
約
140
日
間

で
オ
ス
が
約
３
㎏
、
メ
ス
が
約
２
㎏
ま
で

に
成
長
し
ま
す
。 

　
９
月
９
日
、
塾
生
は
大
蔵
村
の
「
四
ケ

村
や
ま
が
た
地
鶏
研
究
会
」
へ
視
察
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
ヒ
ナ
を
順
調
に
育
て
て

い
る
塾
生
は
、
積
極
的
に
技
術
を
吸
収
し

よ
う
と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
今
後
も

舟
形
町
産
の
「
や
ま
が
た
地
鶏
」
の
産
地

確
立
に
向
け
て
技
術
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

 

じ 

ど
り 

四ヶ村やまがた地鶏研究会へ 

赤
笹
シ
ャ
モ 

あ
か
ざ
さ 

お
う
は
ん 

名
古
屋
種 

交
雑
種 

横
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
種 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

活
気
あ
ふ
れ
る
農
業
推
進
機
構 

（
舟
形
町
役
場
振
興
課
農
政
班
内
） 

�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
424
） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
実
践
塾 

　
　
　
　
塾
生
大
募
集
！ 

じ 

ど
り 

あ
か
ざ
さ 

お
う
は
ん 

Vol.2

やまがた地鶏 
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解
消
対
策
の
手
始
め
と
し
て
６
月
29

日
に
「
舟
形
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
」
を
設
立
し
、
担
い
手
の
育
成

と
と
も
に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
組

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
耕

作
放
棄
地
の
所
有
者
の
正
確
な
把
握
や
、

解
消
対
策
へ
の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。 

　
昨
年
度
実
施
し
た
耕
作
放
棄
地
全
体

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
一
筆
ご
と
に
「
耕

作
放
棄
地
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
、
該
当
す
る
方
々
に
調
査
票
を
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
農
業
委
員
会 

　
�
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
423
） 

　
農
家
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
の
農
業

セ
ン
サ
ス
で
は
全
国
で
13
万
ha
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
７
年
に
は
24
万
ha
に
、

平
成
17
年
に
は
39
万
ha
と
、
20
年
間
で

約
３
倍
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
舟
形
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

昨
年
度
、
農
業
委
員
会
が
実
施
し
た
「
耕

作
放
棄
地
全
体
調
査
」
で
は
100 
ha
を
越

え
る
農
地
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。 

　舟形町の約４割の世帯が稲作を営む「米農

家」です。しかし、基幹産業である農業の情

勢は厳しさを増し、これからのあり方が問わ

れています。 

　今回、稲作農家を対象に実施した「農業経

営意向アンケート」は、将来の農業について

の考えや意向を把握し、これからの舟形町農

業振興施策の基礎とするためのものです。舟

形町の農家が抱える、課題が浮き彫りになっ

ています。 

　「わからない」や「いない」と

答えた世帯が84％を占めます。 

　特に堀内・長沢地区でこの傾向

が高いようです。 

　兼業農家の割合が高く、「農業

以外の収入が主」の割合が52％

と過半数を占めます。 

　農業だけで生活することは厳し

い現状を示しています。 

　このアンケートの最も重要な質

問。「維持したい」と答えた方が

58％を占めます。 

　「辞めたい」「縮小したい」と

答えた方の農地を「拡大したい」

農家がいかに引き継げるかが課題

です。 

　農業経営上の課題は「農機具の

問題」「後継者の問題」などの割

合が比較的高いが、各農家でそれ

ぞれの課題があるようです。 

耕
作
放
棄
地
解
消
活
動
が  

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

耕作放棄地は、食料自給率の低下につながり、 

周りの農地にも迷惑をかけます。活用できる 

制度や作物の確立が求められます。 ８月24日、農業委員会による耕作放棄地現地調査 

農業経営意向アンケート結果の一部を紹介します　　実施：平成21年６月　　配布：758戸　 回答率：83%

質問１　あなたの世帯は？ 

質問３　今後の農業について 

質問５　舟形町や農業委員会に求めることは？ 

具体的なご意見を 
紹介します。 

質問２　後継者はいますか？ 

質問４　経営上の課題は？ 

舟
形
町
農
業
委
員
会
長 

　
　
　
　
加

藤

勝

義 

正
念
場
の
今 　

昨
今
の
農
業
情
勢

は
、
米
価
の
低
迷
が

長
期
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
農
業
資

材
の
価
格
が
高
騰
す

る
な
ど
各
農
家
の
経
済
を
更
に
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
や
若
者
の
農
業

離
れ
、
高
齢
化
な
ど
で
農
家
の
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
、
結
果
と
し
て
耕
作
放
棄

地
が
増
加
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
農
業
振
興
を
考
え
る
上
で
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
「
農
業
経
営
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
結

果
、
調
査
対
象
世
帯
の
８
割
を
超
え
る
多

く
の
方
々
に
回
答
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
課
題
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
や
、

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
で
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
農
業
委
員
会

も
町
農
政
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
農
業
振

興
に
取
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
の

担
い
手
へ
の
集
積
や
耕
作
放
棄
地
解
消
対

策
に
は
特
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
回
の
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

農
家
の
皆
様
に
最
も
身
近
な
存
在
と
し
て

で
き
う
る
限
り
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
所

存
で
す
の
で
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

農業以外の収入 
が主の兼業農家 

52%

財政的な支援 
22%

後継者の 
育成支援 
16%

農地売却や 
賃貸の仲介 
14%

営農指導 
13%

その他 
35%

現状を維持 
したい 
58%農業を 

辞めたい 
18%

家の後継者はいる 
が農業をやるかは 
わからない 
53%

機械が古く 
なっている 
26%

後継者が 
いない 
21%

勤めが 
忙しい 
18%

家の後継者 
がいない 
31%

農業の後継 
者がいる 
　　11%

農業収入が 
主の兼業農家 
17%

自給的農家 
13%

専業農家 
６%

その他 
12%

その他５%

農地が 
分散している 
17%

その他 
18%

規模拡大 
したい　11%

規模縮小したい 
７%

その他 
６%



　(財)自治総合センターでは、宝くじを財源として、コミュニティの健全な発展を図るこ

とを目的に助成を行っています。今回は、下長沢連合町内会（会長 大場輝美さん）が「三

吉太鼓」を宝くじの助成金で整備しました。 

　長沢小学校児童を打ち手とする長沢三吉太鼓。校内の発表会、

町の行事、東京都の山崎小学校との交流などで活動を行なっ

ています。しかし、太鼓が行き渡らない児童が出てきたり、

活動の機会が多くなることで、より丈夫な太鼓が必要となり

ました。 

　今回、宝くじの助成を受けて和太鼓と関連用品などを整備

しました。下長沢連合町内会長の大場輝美さんは、「伝承文

化に対する子ども達の意欲を高め、元気で心豊かな成長のた

めに、学校と父兄と地域が力を合わせ取り組んでいきます。」

と話していました。 

　この事業は、コミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報事業を行うものです。 

【 助成事業の種類及び参考例 】 

（１）一般コミュニティ助成事業〔助成額　100万円～250万円〕 

　○生活環境の清潔、静かさ、美観の維持 

　○交通安全、防犯、その他の生活安全の確保の推進 

　○お祭り、運動会、ピクニック、その他のコミュニティ行事　など 

（２）自主防災組織育成助成事業〔助成額　30万円～200万円〕 

　　自主防災組織が行う地域の防災活動に必要な施設又は設備の整備に 

　関する事業　など 

（３）コミュニティセンター助成事業 〔助成額　３/5以内　限度額　1,500万円〕 

　　コミュニティ組織が行う多目的な総合施設の建設整備に関する事業 

　○地区のコミュニティ活動の推進のために必要な施設 

　○地区の住民の協力のもとに、コミュニティ計画に基づき実施するセンターの建設設備　など 

（４）青少年健全育成事業 〔助成額　 30万円～100万円〕 

　　市町村又は地区住民のコミュニティ組織が行う、主として小中学生が参加するイベントなどの事業 

　○講演会及び研修会の開催、コミュニティリーダーの養成研修 

　○各種スポーツ・レクリエーション大会の開催 

　○親子で参加するオリエンテーリング、炭焼きキャンプ、マラソン大会　など 

▼申込み・問い合わせ／舟形町役場まちづくり課企画調整班　�（３２）２１１１（内線３２６） 

　ふるさと応援寄付 

金をいただいた方へ 

のお礼として次のも 

のをお届けする予定 

です。 

　《対象》 

　　10,000円以上の寄付をいただいた方 

　《お礼の品》 

　・舟形産のお米とマッシュルームセット 

　・若あゆ温泉コテージの割引券 

　・その他の季節ごとの産品　　　 など 

 

▼問い合わせ／ 

　舟形町まちづくり課企画調整班 

　�（３２）２１１１（内線３２６） 

　
い
た
だ
い
た
想
い
は
次
の 

「
ま
ち
づ
く
り
」に
活
か
さ
れ 

ま
す
。 

・
子
育
て
を
支
援
す
る 

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り 

 
・
健
や
か
に
暮
ら
せ
る 

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り 

 

・
地
域
の
活
力
あ
る 

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り 

 

・
環
境
に
や
さ
し
い 

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り 

 

・
安
全
で
安
心
な 

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り 

 

・
そ
の
他
元
気
な 

　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り 

控除対象額 
寄付者の負担 

所得税の還付 

　※所得の状況により算出が異なります｡ 

翌年度の住民税の控除 

（ 基本控除3,500円　） 　 特例控除28,000円 

住所地の 
市区町村 

～５千円以上の寄付は､税金が控除されます～ 

例）夫婦と子ども２人、年収700万円、 

　　個人住民税　293,500円の場合 

5,000円 3,500円 31,500円 

舟形町に40,000円寄付 

税務署または 
住所地の 
市区町村 

【主な整備内容】 

・長胴太鼓 (2尺3寸) １台　・長胴太鼓 (1尺4寸) ４台 

・平胴太鼓 (1尺3寸) １台　・銅鑼　　　　　　  １式 

・長沢三吉太鼓幟旗 ２組 

ど ら 

のぼりばた 

活
か
さ
れ
る
想
い 

活
か
さ
れ
る
想
い 

　四季折々の豊かな自然と歴史・文化の香る「若鮎と古代　四季折々の豊かな自然と歴史・文化の香る「若鮎と古代ロマンの里ロマンの里 ふながたふながた｣。この舟形町の取り組。この舟形町の取り組

みに対してご支援をしていただく「元気・舟形ふるさとづみに対してご支援をしていただく「元気・舟形ふるさとづくり応援基金制度」がありますくり応援基金制度」があります。この制度は。この制度は

町内外を問わず、みなさまの「舟形町の発展に貢献したい町内外を問わず、みなさまの「舟形町の発展に貢献したい」「舟形町出身ではないけれど」「舟形町出身ではないけれど応援したい」応援したい」

という想いを「寄付金」という形にして応援していただくという想いを「寄付金」という形にして応援していただくものですものです。 

　ぜひ、多くの方からご支援いただけますよう、皆さまの　ぜひ、多くの方からご支援いただけますよう、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願ご理解とご協力をよろしくお願いいたしますいいたします。 

　四季折々の豊かな自然と歴史・文化の香る「若鮎と古代ロマンの里 ふながた｣。この舟形町の取り組

みに対してご支援をしていただく「元気・舟形ふるさとづくり応援基金制度」があります。この制度は

町内外を問わず、みなさまの「舟形町の発展に貢献したい」「舟形町出身ではないけれど応援したい」

という想いを「寄付金」という形にして応援していただくものです。 

　ぜひ、多くの方からご支援いただけますよう、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

広報ふながた 21.9｜1213｜広報ふながた 21.9

舟形町 寄付者 

寄付 

領収書 

領収書を 
添付して申請 

住民税の控除 

よし 

み 
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　「野焼き」とは、家庭ごみやせん定した枝などを屋外で焼却するこ 

とをいいます。そのまま積み上げて燃やしたり、穴を掘って燃やし 

たりするほか、ドラム缶などの簡易な構造の焼却炉の使用して燃 

やすことも野焼きと同じ扱いになります。 

　野焼きは、「廃棄物の不適正な処理の防止」「周辺地域の生 

活環境に与える影響」から原則禁止され、罰則の対象と 

なっています。 

　近隣に住む方へ迷惑をかけないためにも「野焼き」 

はやめましょう。 

お願い！！ 
　稲刈りが終わると燻炭を作るための 

「もみ焼き」があちこちで見受けられます。 

秋の風物詩であるこの「もみ焼き」に 

関する苦情が、近年、多く寄せられ 

ています。 

　もみ焼きをする際には、「住宅 

地ではやらない」「周囲の住民 

に迷惑をかけない」など十分 

に配慮してください。 

　８月上旬、舟形町内において不燃ごみを収集していた収集車 

の中で、回収した不燃物が爆発する事故が発生しました。この 

原因は、ガス缶やスプレー缶が圧縮され、そのガスに火花が引 

火し、爆発をおこしたものです。幸い発見が早く大事に至るこ 

とはありませんでした。 

　今回の爆発した缶にはガス抜きのためにあけられた穴があい 

ていましたが、爆発が起きました。ガス缶やスプレー缶は完全 

に使い切り、「資源ごみ」として、リサイクルステーション 

のコンテナに出してください。危険な事故を防ぐために、ご 

理解とご協力をお願いいたします。 

住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
ご
み
処
理 

　 

な
ど
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
も
う 

　
　 

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

▼問い合わせ 

舟形町役場町民課健康班 

　　�（３２）２１１１ 
　　　　（内線３５３） 

　Ｂ＆Ｇ「海洋体験セミナー」では、マリンスポーツ活動や、野外活動などを通じて、 
海や自然についてたくさんのことを学びます。そして、団体生活をとおして、相手を 
思いやる心や、コミュニケーションを育むことを目的にしています。 
　８月２日から６日まで沖縄での体験活動を行った２名の参加者の感想を紹介します。 

平成21年度Ｂ＆Ｇ「海洋体験セミナー」 
            

　
大
き
な
マ
ン
タ 

  

　
ぼ
く
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
沖

縄
に
行
き
ま
し
た
。
沖
縄
に
つ
い
て
す
ぐ

に
、
サ
ン
ゴ
や
沖
縄
の
砂
浜
に
あ
る
貝
を

使
っ
て
「
サ
ン
ゴ
の
風
鈴
」
を
つ
く
り
ま

し
た
。
す
ご
く
き
れ
い
な
音
が
し
ま
す
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い
よ
い
よ
海
で
の
活
動
で
す
。
「
ピ
ア

ザ
１
」
と
い
う
船
で
サ
ン
ゴ
し
ょ
う
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
し
ょ
う
の
近
く

に
い
た
魚
た
ち
は
、
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。
他
に
も
イ
ル
カ
の
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

と
遊
ん
だ
り
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー

に
乗
っ
た
り
し
ま
し
た
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楽
し
み
に
し
て
い
た
美
ら
海
水
族
館
に

も
行
き
ま
し
た
。
大
き
な
マ
ン
タ
や
ジ
ン

ベ
イ
ザ
メ
が
僕
の
頭
の
上
を
ゆ
っ
く
り
と

泳
い
で
行
き
ま
し
た
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と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
エ
イ
サ
ー
」
と
い
う
沖

縄
の
踊
り
を
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
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台
風
８
号
の
え
い
き
ょ
う
で
、
飛
行
機

が
全
部
飛
べ
な
く
な
り
、
予
定
の
日
に
帰

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
楽
し
く
も
あ
り
、
ド

キ
ド
キ
し
た
６
日
間
で
し
た
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た
く
さ
ん
の
友
達 

  

　
８
月
２
日
か
ら
の
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

友
達
と
協
力
し
て
共
同
生
活
を
送
る
こ
と

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

20
人
以
上
の
人
と
友
達
に
な
り
、
北
海
道

の
人
と
も
住
所
の
交
か
ん
を
し
ま
し
た
。

ま
だ
手
紙
を
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
ず

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
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シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
さ
ん
ご
を
初
め

て
見
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で
感
動
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
で
ナ
マ
コ
を
と
れ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

指
導
員
の
方
に
シ
ャ
コ
貝
を
と
っ
て
も
ら

い
そ
れ
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し

く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

　
サ
ン
ゴ
し
ょ
う
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

「
ピ
ア
ザ
１
」
で
は
、
船
の
そ
こ
1.5
ｍ
だ

け
沈
み
ま
す
。
サ
ン
ゴ
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
も
よ
う
の
き
れ
い
な
小
さ
な
魚
や
大

き
な
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
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ぼ
く
た
ち
は
台
風
の
え
い
き
ょ
う
で
１

日
多
く
泊
ま
っ
た
け
ど
、
と
て
も
お
も
し

ろ
い
６
日
間
で
し
た
。 

ルールを守ろう！ 
野焼きは、法律で禁止されています 

ルールを守ろう！ 
野焼きは、法律で禁止されています 

くんたん 

「スプレー缶」や 
ガスコンロなどの  

「ガス缶」は資源ごみへ！　 

「スプレー缶」や 
ガスコンロなどの  

「ガス缶」は資源ごみへ！　 

危険 

【罰則】 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
　　　　　第二十五条第一項第十五号 
　廃棄物を焼却した者は、五年以下の 
懲役若しくは千万円以下の罰金に処し、 
又はこれを併科する。 

マナーを守った 
　 　もみ焼きを！ 
マナーを守った 
　 　もみ焼きを！ 

富
長
小
学
校
６
年 

　
　
　
田
中
　
　
京 

く
ん 

舟
形
小
学
校
６
年 

　
　
　
沼
沢
　
悠
人 

く
ん 

■小選挙区選出議員選挙　山形県３区（当日有権者数 5,319人・投票率 78.45％） 

■比例代表選出議員選挙（当日有権者数 5,319人・投票率 78.42％） 

■最高裁判所裁判官国民審査（当日有権者数 5,317人・投票率 75.38％） 

候 補 者 名  

得 票 数  

候補者届出政党などの名称 

加　藤　紘　一 

２,６７７ 

自由民主党 

みんなの党 

１５８ 

政 党 名  

得 票 数  

裁判官の氏名 

櫻　井　龍　子 

竹　内　行　夫 

涌　井　紀　夫 

田　原　睦　夫 

金　築　誠　志 

罷免を可とする投票数 

１６９ 

１６１ 

１６５ 

１５４ 

１５６ 

罷免を可としない投票数 

３,６６１ 

３,６６９ 

３,６６５ 

３,６７６ 

３,６７４ 

裁判官の氏名 

那　須　弘　平 

竹　　　博　允 

近　藤　崇　晴 

宮　川　光　治 

罷免を可とする投票数 

１５９ 

１４１ 

１３７ 

１３３ 

罷免を可としない投票数 

３,６７１ 

３,６８９ 

３,６９３ 

３,６９７ 

公明党 

５９５ 

民主党 

１,４５３ 

日本共産党 

１４５ 

幸福実現党 

２６ 

社会民主党 

３７９ 

自由民主党 

１,２４６ 

長谷川　　剛 

１４１ 

日本共産党 

城　取　良　太 

７７ 

ー 

吉　泉　秀　男 

１,２１３ 

社会民主党 
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※敬称を略させていただきます。　数え年齢＝今年誕生日を迎えた年齢に１歳を加えた年齢です。 

平成21年９月１日現在（数え90歳以上の方） 

舟形町長寿番付 舟形町長寿番付 舟形町長寿番付 
横　綱 
大　関 
関　脇 
小　結 
前頭一 
同　二 
同　三 
同　四 
同　五 
同　六 
同　七 
同　八 
同　九 
同　十 
同十一 
同十二 
同十三 
同十四 
同十五 
同十六 
同十七 
同十八 
同十九 
同二十 
同二一 
同二二 
同二三 
同二四 
同二五 
同二六 
同二七 
同二八 
同二九 
同三十 
同三一 
同三二 
同三三 
同三四 
同三五 
同三六 
同三七 
同三八 
同三九 
同四十 
同四一 
同四二 
同四三 
同四四 
同四五 
同四六 
同四七 
同四八 
同四九 
同五十 
同五一 
同五二 
同五三 
同五四 
同五五 
同五六 
同五七 
同五八 
同五九 
同六十 
同六一 

幅 
一　の　関 
富 田 第 １  
えんじゅ荘 
洲　　　崎 
長 沢 第 １  
長 沢 第 １  
長 沢 第 １  
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
長　者　原 
富 田 第 １  
紫　　　山 
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
福　寿　野 
松　　　橋 
洲　　　崎 
富 田 第 １  
大　　　平 
舟 形 第 ４  
舟 形 第 ３  
幅 

富 田 第 １  
野 

長 沢 第 ３  
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
堀　　　内 
木　　　友 
西　　　堀 
えんじゅ荘 
舟 形 第 ２  
実　栗　屋 
長 沢 第 ３  
紫　　　山 
長 沢 第 ２  
富 田 第 １  
太　　　折 
紫　　　山 
長　者　原 
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
小　　　松 
長 沢 第 ２  
えんじゅ荘 
木　　　友 
長 沢 第 ３  
舟 形 第 １  
長　者　原 
洲　　　崎 
長　者　原 
えんじゅ荘 
一　の　関 
洲　　　崎 
太　　　折 
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
えんじゅ荘 
舟 形 第 ２  
太　　　折 
富 田 第 ２  
舟 形 第 ２  
長 沢 第 ２  

104 
100 
99 
99 
99 
97 
97 
96 
96 
96 
96 
95 
95 
95 
95 
95 
95 
94 
94 
94 
94 
93 
93 
93 
93 
93 
93 
92 
92 
92 
92 
92 
92 
92 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
91 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90 
90

渡　部　リキヤ 
沼　澤　清　吉 
曽根田　ヤヨコ 
佐　藤　ク　ラ 
東海林　サツヨ 
大　場　千代子 
叶　内　兵　八 
大　山　キチヨ 
半　田　ナ　ツ 
鈴　木　トラエ 
叶　内　タ　ケ 
曽根田　キ　ヨ 
柿　崎　ヨシミ 
渡　　　ハルエ 
小　野　トメノ 
豊　岡　ユキヱ 
中　島　コ　ウ 
斉　　�フ　ク 
澤　内　をでん 
加　藤　菊之助 
野　尻　キクノ 
沼　澤　カ　ネ 
高　山　生次郎 
斎　藤　ス　ゲ 
齊�藤　文　男 
矢　野　ミヨノ 
高　橋　タケヱ 
星　川　俊　子 
笹　原　繁三郎 
伊　藤　仁　子 
村　上　ト　シ 
鈴　木　谷五郎 
井　上　サ　イ 
星　川　　　亨 
森　　　常　藏 
叶　内　ミ　ネ 
佐　藤　浅次郎 
長　澤　政　美 
石　山　榮三郎 
庄　司　すなよ 
渡　　　チヤ子 
早　坂　マサ子 
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西　　　堀 
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清　水　キヨエ 
斎　藤　サ　ク 
石　川　ツ　子 
梅　津　孝　顯 
　　藤　マチノ 
伊　藤　マ　キ 
門　脇　ウメヨ 
柿　　　フサ子 
大　橋　矩　子 
越　前　よす江 
伊　藤　道五郎 
森　　　サクエ 
伊　藤　モ　ト 
樋　渡　マサノ 
伊　藤　ナ　カ 
井　上　アキエ 
小　関　ヤスエ 
小　野　ミツヨ 
山　本　久　夫 
吉　田　　　實 
信　夫　増　子 
森　　　トヨノ 
大　泉　清　三 
曽根田　ミ　エ 
大　場　サワノ 
伊　藤�貞　藏 
荒　澤　おまさ 
伊　藤　キ　リ 
原　田　アサエ 
渡　邊　カツエ 
豊　岡　秋　夫 
冨�　　トキ子 
叶　内　チヨヱ 
加　藤　マ　サ 
伊�藤　キエノ 
田　中　カヨ子 
阿　部　スズエ 
大　場　タケノ 
高　山　ロ　ク 
長　澤　ハルノ 
松　本　サカ子 
山　科　ハツエ 
沼　澤　ツルエ 
高　橋　イサヲ 
矢　野　キクエ 
齊　藤　富次夫 
伊�藤　ユキヨ 
叶　内　スヱノ 
阿　部　イセ子 
長　澤　琴　見 
高　橋　チツ子 
佐　藤　佐太郎 
元　木　マサ子 
相　馬　行　雄 
大　場　コ　ウ 
簗　田　フ　ミ 
松　本　芳　藏 
横　瀬　政　信 
沼　澤　富　子 
田　中　ジュン 
高　橋　カネ子 
叶　内　トヨエ 
早　坂　クニヱ 
高　橋　マツノ 

町内名 数え年 氏　　　名 町内名 数え年 氏　　　名 番　付 

総務課　No.294

運動の重点 
　１．夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 

　２．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

　３．飲酒運転の根絶 

　４．交差点・道路横断時の交通事故防止 

　日没が早まる秋以降は、夕暮れ時から夜間にかけて 

交通事故が多発します。 

　自転車・自動車は早めにライト点灯をし、歩行者は 

夜光反射材を活用しましょう。 

８月21日に行われた３歳児健診で、むし歯のなかったお子さんです。 

きょうい 

高橋　京維くん 
（長沢３） 

けいと 

飯野　桂翔くん 
（舟形第３） 

はいじ 

高橋　葉路ちゃん 
（舟形第３） 

み　ゆ 

安達　心優ちゃん 
（木　友） 

たかてる 

信夫　貴輝くん 
（長者原） 

こうすけ 

安達　考祐くん 
（洲　崎） 

朝
と
寝
る
前
の
仕
上
げ
み
が
き
を 

が
ん
ば
り
ま
し
た
。 
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を
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ま
し
た
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（
心
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さ
ん
よ
り
） 
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まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ④  わ だ い ①  

わ だ い ⑤  

わ だ い ⑥  

わ だ い ②  

わ だ い ③  

　９月６日、第49回新庄・最上地区市町村

対抗駅伝が福田運動公園を会場に１市４町１

村の６チームの参加で開催され、小学生から

一般の男女10区間33.0ｋｍで熱戦を繰り広

げました。 

　紫のタスキを繋いだ舟形町チームは第６位

に終わりましたが、山口大陽さんが第５区間

5.0㎞で14分59秒の区間新記録を樹立。他の

選手も大健闘しました。 

タスキを繋ぐ 

　９月16日、敬老会祝賀会が中央公民館で行

われました。今年、数えで77歳の「喜寿」を

迎えられた95名と結婚50周年の「金婚」を迎

えられた12組のご夫婦の皆さんへ賀詞や祝品

が送られました。 

　多年にわたり地域や舟形町のためにご尽力い

ただき、本当にありがとうございます。これか

らもよろしくお願いします。 

敬 老 会  

　８月24日、さばね山相撲大会が猿羽根山相撲場で

開催されました。この大会は、猿羽根山地蔵尊に奉納

する伝統行事で、約250年前に力自慢の男たちが相撲

を取ったことが始まりとされています。 

　小学生68名、中学生17名、高校生８名が参加。小

学生の部では、北の湖杯のほか、学年ごとに個人戦な

どが行われました。集まった大勢の観客が、土俵に上

がった「力士」に声援を送っていました。 

さばね山相撲大会 

　舟和会では、小規模多機能型居宅介護事業所と地域

密着型介護老人福祉施設を旧舟形保育所に、４月から

オープンする予定です。 

　町内の皆さまに名称を募集したところ、150点の応

募があり、選考の結果、沼澤　隆さん（舟形第４）の「ほ

なみ」と決定しました。揺れる稲穂のように実りの時

期を過ごしていただきたいという思いが込められてい

ます。 

「 ほ な み 」  

　８月20～21日、愛知県立大学文学部社会福祉学科

佐野治先生のゼミの学生６名が町内の10地域に出向

き「認知症予防について」の講演会を行いました。 

　198名の高齢者が参加し、「自分の孫のようだ」と

学生から若いパワーをもらい、学生も｢あたたかく迎

えていただいて、福祉の勉強をしてきて良かった。ま

た、何かのお役にたちたい。｣と話していました。 

大学生とともに 

　世田谷代沢小学校前の「ローソン代沢五丁目店」に舟

形町特産品コーナーが開設。９月５～６日の記念イベン

トでは、いも煮などを振る舞って舟形町をＰＲしました。 

　代沢小学校と舟形小学校との児童交流が20周年を迎え、

同店店長で「代沢親児の会」会長の原宏之さんらが舟形

町の魅力をたくさんの方に知ってもらうためにと、ご協

力してくださいました。 

　これから、舟形町の旬の味覚がコンビニを通じて世田

谷のみなさんに届けられます。 

世田谷のコンビニで 

　９月６日、第15回舟形若あゆオープン 
テニス大会が約40名の参加により、開催 
されました。秋晴れの青空のもと爽やかな 
汗を流していました。 

　９月６日、舟形町勤労者秋季野球大会が 
８チーム約150人の参加のもと町民グラウ 
ンドで行われました。「Breakerz」が初 
出場初優勝の快挙を果たしました。 

　９月５日、各小学校で相撲大会が行われ、 
地域の皆さんの応援のもと熱戦が繰り広げら 
れました。しかし、長沢小学校では新型イン 
フルエンザの影響で中止となりました。 

　昭和48年から舟形町の一大企業として操業 
を続けたウツシカワソーイング舟形工場｡不況 
のあおりを受け、8月いっぱいでその歴史に幕 
を閉じました。 

　８月28日、家庭教育講演会が行われ、県家 
庭教育アドバイザーの八鍬幸子さんが「すこや 
かに育つ食事」と題し講演。約50名が参加し、 
家庭での食事の大切さを学びました。 

　９月７日、20％プレミア付き地域商品券が 
発売されました。舟形町商工会員事業所やまん 
さくなどでお使いいただけます。舟形町のお店 
をご利用ください。 
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いとう　じゅりくん（５才） 
（一寿さん：福寿野） 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
10月の若あゆ温泉の休館日は、14日（水）・28日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
７月のタバコ税は1,396,383円 

　人に言えない失敗は、だれにで
もあります。達也くんのおねえち
ゃんは、小学校のリレーで、失敗
をしてしまいます。朝ごはんも食
べられないくらいおちこむおねえ
ちゃん。そんなとき、おじいちゃ
んから電話がかかってきて…。 

　「こうであったかもしれない」
過去が、その暗い鏡に浮かび上
がらせるのは、「そうではなか
ったかもしれない」現在の姿だ…。
ファン待望、村上春樹の書き下
ろし最新長編小説、ついに刊行。 
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出
征
の
旗
干
さ
れ
を
り
敗
戦
日 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

一
年
の
無
沙
汰
詫
び
つ
つ
墓
洗
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

向
日
葵
の
花
に
囲
ま
れ
道
の
駅 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

大
泉
シ
ョ
ー
拍
手
喝
采
夏
祭
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

岩
魚
狩
り
釣
り
糸
垂
れ
て
に
ら
め
っ
こ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

園
望
む
鮎
釣
り
ぽ
つ
り
小
国
川 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

賑
わ
ふ
や
梅
雨
の
晴
れ
間
の
天
体
シ
ョ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
柴
　
田
　
喜
美
男
（
光
生
園
） 

茶
稽
古
の
成
長
見
守
る
木
槿
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
尚
　
子
（
光
生
園
） 

初
蝉
や
良
縁
祈
る
若
松
寺 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
沼
　
沢
　
多
美
子
（
光
生
園
） 

紫
陽
花
は
雨
に
降
ら
れ
て
七
変
化 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
敏
　
次
（
光
生
園
） 

消
灯
の
窓
の
蛍
に
癒
さ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
松
　
田
　
清
　
美
（
光
生
園
） 

大
花
火
色
鮮
や
か
に
天
染
め
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
関
　
上
　
里
　
美
（
光
生
園
） 

先
人
の
思
い
を
流
す
灯
篭
会 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
柴
　
田
　
智
　
恵
（
光
生
園
） 

蝉
の
声
深
き
緑
に
谺
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
北
　
田
　
修
　
嗣
（
光
生
園
） 

秋
立
つ
や
す
れ
ち
が
ふ
た
び
風
生
る 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

雷
雲
の
垂
る
る
墓
碑
う
ら
葛
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

暮
れ
急
ぐ
峠
の
道
の
萩
あ
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

ば
ら
の
香
に
河
童
も
酔
ひ
て
よ
ろ
け
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

朝
霧
や
出
羽
の
峰
々
見
え
か
く
れ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

秋
暁
や
一
粒
の
雨
音
消
え
て 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

 

お
知
ら
せ 

 

　
舟
形
町
に
消
費
生
活
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
契
約
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情

や
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
消
費
者
を
狙
う
問
題
商

法
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

          

                 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
総
務
課
情
報
管
財

班
内
）�（
32
）２
１
１
１（
内
線
241
） 

   

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
平

成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、

対
象
の
子
ど
も
一
人
当
た
り
３
万

６
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
配
偶

者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）被
害
者
の

方
は
事
前
申
請
が
で
き
ま
す
。 

○
住
民
登
録
は
正
し
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　
手
当
は
住
民
登
録
に
基
づ
い
て

支
給
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
。
事
情
に
よ
り
住
所
地
以
外

で
生
活
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

方
は
、
今
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

速
や
か
に
住
民
登
録
の
届
出
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

○
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
な
ど
を

制
限
で
き
ま
す
。 

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
が
、
支
援
措

置
の
実
施
を
申
し
出
る
こ
と
で
、

配
偶
者
等
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
や
住
民
票
の
交
付
等
に
制

限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
住
民
登
録

で
き
な
い
方
は 

　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
事
前

申
請
を
、
今
お
住
ま
い
の
市
町
村

で
受
付
け
ま
す
。
事
前
申
請
期
間

は
、
10
月
１
日
か
ら
10
月
30
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場
町

民
課
福
祉
班 

　
�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
342
） 

※
Ｄ
Ｖ
被
害
者
以
外
の
方
の
申
請

受
付
は
12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

　
大
変
好
評
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
の
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
。
実

技
を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

▼
日
時
／
①
９
月
30
日
（
水
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

②
10
月
１
日
（
木
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

▼
場
所
／
①
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
　
②
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容
／
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
仕
方
に
つ
い
て 

▼
講
師
／(

財)

新
庄
市
体
育
協
会

三
原
　
茂
氏 

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
役
場
町
民
課
健
康
班 

　
�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
352
） 

舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

　
�（
32
）３
５
０
１ 

  

　
10
月
19
日
（
月
）
〜
25
日
（
日
）

に
全
国
一
斉
に
「
行
政
相
談
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
行
政
に
つ
い

て
お
困
り
の
こ
と
な
ど
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

▼
日
時
／
10
月
19
日（
月
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
相
談
担
当
者
／
行
政
相
談
委
員

伊
藤  

宏
氏
　
�（
32
）２
０
１
８ 

▼
相
談
例
／
年
金
や
老
人
介
護
の

手
続
き
に
つ
い
て
、
許
認
可
申
請

後
の
結
果
に
つ
い
て  

な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
役
場
総
務
課
総
務
班 

　
�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
231
） 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の 

  

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の 

　
　
　
事
前
申
請
に
つ
い
て 

健
康
づ
く
り
の
た
め
の 

　
　
運
動
教
室
　
第
２
弾 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 企画調整班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

ひ
ま
ご 

ど
く
だ
み 

い
ろ
あ
や 

す
が 

も
は
や 

こ 

か
　
ぜ 

と
　
き 

ひ 

み
た
ま 

も
う 

10月の納期 

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設 

◆町県民税 
◆固定資産税 

忘れずに納税しましょう。 

11月２日（月）まで 

さ
だ
め 

あ
つ 

み
ょ
う
が 

み
　
ち 

し
ゅ
う
し 

む
く
げ 



「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

 

〝
食
が
す
す
ま
な
い
〞〝
好
き
な
も
の
ば
か

り
食
べ
る
こ
と
が
多
い
〞
こ
の
よ
う
な
偏

っ
た
食
事
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
高
齢
期
に
な
っ
た
ら
、
き
ち
ん
と
し
た

栄
養
を
と
り
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
、

大
事
な
介
護
予
防
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

低
栄
養
に
な
ら
な
い
た
め
に 

 

★
主
食
（
ご
は
ん
、
パ
ン
な
ど
）主
菜
（
卵
、

　
魚
、
肉
、
大
豆
製
品
な
ど
）
副
菜
（
野

　
菜
類
）
を
そ
ろ
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

　
べ
ま
し
ょ
う
。 

★
肉
・
魚
・
卵
な
ど
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く

　
質
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

★
全
部
食
べ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
お
か
ず

　
か
ら
先
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

★
朝
昼
夕
き
ま
っ
た
時
間
に
き
ち
ん
と
食

　
べ
ま
し
ょ
う
。 

８月２日～９月１日届出分 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,142人 

：3,267人 

：6,409人 

：1,917世帯 

（－２） 

（－１） 

（－３） 

（－１） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,559人 
女性　2,769人 計5,328人 

(9/2現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

8
31

 

洲　崎 

長者原 

舟形４ 

沖の原 

木島　幸紀 

溝口　惺心 

佐藤　莉央 

遠藤　千宙 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

さ　き 

せいご 

り　お 

ちひろ 

広　人 
真　紀 

剛 
恵梨子 

雄　二 
絵　美 

和　也 
恵 

□お誕生おめでとう ◆ 

 

◆自分を一言であらわすと‥‥‥‥ 

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆休日は何をして 
　過ごしますか？ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆欲しいものは？‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆最近楽しかったことは？‥‥‥‥ 
　 

◆どんな異性がタイプ‥‥‥‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは？ ‥‥‥‥ 

◆成人式を終えての一言‥‥‥‥‥ 

猫っぽい～気分屋！ 

セレブか女社長♪ 

　 
買い物とかカラオケ～☆ 

ペットを飼いたい 

大曲と赤川の花火大会 
富士急ハイランド☆  

器のでかい方 

空気がいいし､癒される☆ 

楽しかったー☆立派な大人になります！ 

豊岡 李菜さん（長者原） 

堀　内 

新庄市 

 斉藤　　翔 

（�橋）久美子 

□ご結婚おめでとう ◆ 

通信通信 通信 
Vol.106Vol.106

�
１
日
の
食
べ
物
の
目
安 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
器
か
ら
、
偏
り
な
く
選
ん
で 

　
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

「
栄
養
改
善
・
低
栄
養
予
防
に
つ
い
て
」 

（
舟
形
町
） 

　 

舟
形
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

９
月
12
、
13
日
は
待
ち
に
待
っ
た
第
29

回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
で
し
た
ね
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
多
く
の

方
に
お
い
で
い
た
だ
き
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　
私
も
ミ
ス
若
鮎
と
し
て
２
日
間
参
加

し
ま
し
た
。「
若
鮎
ま
つ
り
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
や
「
芸
術
文
化
協
会
発
表
会
」
で

は
、
プ
ロ
に
も
負
け
な
い
ス
テ
ー
ジ
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
力

強
さ
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
法
被
を
着

て
、
堀
内
の
祭
好
会
の
皆
さ
ん
と
「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
雨
の
中
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

御
神
輿
を
担
げ
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。 

　
で
も
一
つ
残
念
な
こ
と
は
、
「
第
24

回
ミ
ス
若
あ
ゆ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
参
加

者
少
数
の
た
め
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
私
は
、
初
め
単
に
成
人

の
思
い
出
を
つ
く
る
つ
も
り
で
出
場
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
ス
若
鮎
と
い
う

大
役
を
い
た
だ
き
、
舟
形
町
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
町
の
方
の

心
の
温
か
さ
・
町
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
活
動
を
し
て
き
た

わ
け
で
す
が
、
ミ
ス
若
鮎
自
身
に
と
っ

て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
来
年
は
是

非
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 

　
１
年
間
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
と
舟
形

町
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
違

っ
た
形
で
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
で
は
、

皆
さ
ま
、
お
体
に
は
気
を
つ
け
て
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
は「
手
洗
い
」と「
う
が
い
」が
基
本
で
す
。 

「
み
ら
い
」へ
の
手
紙 ▼手　紙／縦25㎝×横17㎝の便箋１枚にボールペンを使って 

　　　　　300字程度で書いて下さい。 

▼写　真／本人の映っている写真（Ｌ版で縦に撮影）を１枚同封 

　　　　　して下さい。家族・友人と一緒になど人数の制限は 

　　　　　ありません。田んぼの真ん中・小国川をバックにな 

　　　　　どあなたらしい場所で撮影下さい。 

▼その他／舟形町の「みらい」についてもお書き添え下さい。 

▼宛先・問い合わせ／〒999-4601  最上郡舟形町舟形263 

　　　　　　　　　　舟形町役場まちづくり課企画調整班 

　　　　　　　　　　�（３２）２１１１（内線322） 
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ほ
ほ
え
み
保
育
園
の
お
母
さ
ん
で
つ
く

る
「
ほ
ほ
え
み
乙
女
組
」。
昨
年
度
、
そ
の

乙
女
組
が
卒
園
す
る
子
ど
も
達
へ
送
る
曲

と
し
て
、
選
ん
だ
の
が
「
手
紙
　
〜
拝
啓

十
五
の
君
へ
〜
」
で
し
た
。 

　
こ
の
曲
は
、
昨
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
の
部
の
課
題

曲
で
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
さ
ん
が
15
歳

の
時
に
自
分
宛
に
書
い
た
手
紙
が
、
30
歳

の
誕
生
日
に
母
親
か
ら
届
い
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 
 『

未
来
の
自
分
に 

　

宛
て
て
書
く
手
紙
な
ら
　
き
っ
と
素
直
に 

　

打
ち
明
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
』 

 

心
に
響
く
素
晴
ら
し
い
合
唱
で
し
た
。 

 

「
み
ら
い
」
へ
の
手
紙
from
ふ
な
が
た
。 

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
自
身
の
未
来
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
未
来
に
宛

て
て
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 『
拝
啓 

　

こ
の
手
紙
　
読
ん
で
い
る
あ
な
た
が 

　

幸
せ
な
こ
と
を
願
い
ま
す
』
　
　
（
と
も
） 

あとがき 
postscript

　
８
月
14
日
、「
盆
が
来
た
き
た
　
長
沢
へ
」
こ
の
地
域
特
有
の

下
駄
を
鳴
ら
し
て
リ
ズ
ム
を
と
る
「
長
沢
盆
踊
り
」
が
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
懐
か
し
さ
に
浸
り
、
昔
を
思
い
出
す
人
。
は
じ
め
て
踊

る
盆
踊
り
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
楽
し
む
人
。
地
域
が
一
つ
に
な
っ

た
瞬
間
で
す
。 

　
昨
年
11
月
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
会
で
下
長
沢
の
老
人
ク

ラ
ブ
「
長
明
会
」
が
途
絶
え
つ
つ
あ
っ
た
「
長
沢
盆
踊
り
」
を
約

70
年
ぶ
り
に
披
露
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
盆
踊
り
を
復
活

し
よ
う
」
と
い
う
声
が
地
域
か
ら
あ
が
り
ま
し
た
。 

　
中
心
と
な
っ
て
復
活
を
支
え
た
長
沢
地
区
盆
踊
り
実
行
委
員
会

（
委
員
長
伊
藤
欽
一
さ
ん
）
で
は
、
(財)
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

「
長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
」
の
交
付
金
を
受
け
、
「
長
沢

盆
踊
り
」
を
後
世
に
残
す
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
や
り
方
を
引
き
継
ぐ
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い
工
夫
を
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な

の
が
、
地
元
の
中
高
校
生
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
え
て
、
模
擬
店

を
実
施
す
る
な
ど
、
自
分
達
が
楽
し
め
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入

れ
た
点
で
す
。
伊
藤
委
員
長
は
「
世
代
を
超
え
て
集
ま
る
機
会
を

新
た
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
語
り
ま
す
。 

　
伝
統
無
形
文
化
の
伝
承
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
た
地

域
を
誇
り
に
思
う
こ
と
、
そ
れ
が
「
地
域
の
元
気
」
に
結
び
つ
い

て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

長
沢
地
区
盆
踊
り
大
会 

』 

シリーズ　地域のちから その� 


